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森
林
は
時
と
と
も
に
変
化
し

て
い
ま
す
。
春
に
は
芽
吹
き
、
秋

に
は
多
く
の
草
や
木
が
葉
を
落

と
し
ま
す
。
昆
虫
や
他
の
動
物
達

も
、
季
節
ご
と
に
世
代
交
代
を
繰

り
か
え
し
増
え
た
り
減
っ
た
り
、

い
つ
も
同
じ
と
い
う
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
樹
木
は
森
林
の
性
質
を
決
め
る

大
き
な
要
素
で
す
が
、
年
と
と
も

に
少
し
ず
つ
大
き
く
な
り
、
な
か

に
は
競
争
に
負
け
て
枯
れ
る
も
の

も
で
て
き
た
り
し
て
、
天
然
林
で

は
大
き
な
ス
パ
ン
で
樹
種
が
遷
移

し
て
行
く
様
子
が
観
察
さ
れ
ま

す
。
人
工
林
は
天
然
林
ほ
ど
複
雑

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
人
の
手
に
よ

る
淘
汰
も
加
わ
り
様
相
は
変
化
し

つ
づ
け
ま
す
。

　
測
樹
と
は
今
こ
の
時
点
で
、
そ

の
森
林
に
あ
る
樹
木
の
種
類
、
大

き
さ
、
量
な
ど
を
調
べ
る
調
査

で
、
言
っ
て
み
れ
ば
森
の
棚
卸
。

ど
ん
な
種
類
の
ど
ん
な
大
き
さ
の

木
が
ど
れ
く
ら
い
あ
る
か
。
出
来

れ
ば
目
に
つ
く
す
べ
て
の
樹
木
を

調
べ
れ
ば
良
い
の
で
す
が
、
今
後

の
施
業
方
針
を
決
め
る
た
め
の
測

樹
を
す
る
人
工
林
に
お
い
て
は
潅

木
類
や
細
い
木
は
無
視
し
て
調
査

し
ま
す
。

　
ヒ
ノ
キ
と
サ
ワ
ラ
の
区
別
は
も

う
ば
っ
ち
り
で
し
ょ
う
か
。
今
回

坂
野
班
に
太
さ
も
高
さ
も
似
た
よ

う
な
ヒ
ノ
キ
と
サ
ワ
ラ
が
入
り
混

じ
り
、
ち
ょ
っ
と
悩
ま
し
い
と
こ

ろ
で
し
た
。
葉
っ
ぱ
が
取
れ
れ
ば

よ
い
の
で
す
が
、
手
の
届
く
と
こ

ろ
に
枝
が
な
い
場
合
は
も
う
エ
イ

ヤ
で
す
ね
。
樹
形
や
樹
皮
や
、
枝

の
張
り
具
合
、
数
を
こ
な
し
て
イ

メ
ー
ジ
を
掴
む
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。

　
今
回
は
デ
ー
タ
取
り
の
方
法
と

そ
の
整
理
ま
で
で
し
た
が
、
次
回

に
そ
れ
を
使
っ
て
ど
の
よ
う
な
施

業
を
す
べ
き
な
の
か
、
そ
の
あ
た

り
を
中
心
に
検
討
し
て
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
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3030303030
分分分分分
　
さ
わ
や
か
に
晴
れ

た
朝
、
島
﨑
先
生
の
小
屋
に

集
合
。
早
川
さ
ん
、
坂
野
さ
ん

の
あ
い
さ
つ
で
ス
タ
ー
ト
。

島
﨑
先
生
は
奥
様
と
イ
ギ
リ

ス
旅
行
で
お
休
み
。

　
　
班
分
け
を
行
い
、
測
樹
に
つ

い
て
説
明

88888
時時時時時
4545454545
分分分分分
　
各
班
に
別
れ
直
径

巻
き
尺
を
作
る
。
普
通
目
盛

り
が
あ
る
巻
き

尺
、
約
1m
ほ
ど

の
片
側
に
輪
を

つ
け
、
そ
の
裏

に
2
cm
ご
と
の

直
径
が
読
め
る

よ
う
に
目
盛
り

を
打
つ
。
2
cm

括
約
で
あ
る
。

括
約
と
は
「
ひ

と
ま
と
め
に
す

る
こ
と
」
2
cm

括
約
に
す
る
こ

と
に
よ
り
直
径

値
は
偶
数
に

9
時
15
分
　
直

径
の
測
り
方
の

説
明
。
測
定
位

置
は
地
上
か
ら1.2

ｍ
の
と

こ
ろ
。
斜
面
で
は
傾
斜
の
上

か
ら
測
る
。
注
意
点
は
で
き

る
だ
け
水
平
に
測
る
。
測
定

箇
所
に
枝
、
節
、
コ
ブ
な
ど
が

あ
る
と
き
は
、
そ
の
上
下
等

間
隔
の
と
こ
ろ
を
測
定
し
て
、

平
均
値
を
求
め
る
。1.2

ｍ
以

下
で
二
股
に
な
っ
て
い
る
木

は
二
本
と
見
な
す
。
他
に
直

径
を
測
る
道
具
と
し
て
輪
尺

が
あ
る
。
大
き
な
ノ
ギ
ス
と

言
え
ば
わ
か
り
や
す
い
か
も
。

　
　
測
定
し
た
木
は
チ
ョ
ー
ク
で

印
を
。

　
　
次
に
樹
高
の
測
り
方
。
樹
高

は
測
定
箇
所
か
ら
立
木
ま
で

の
距
離
と
、
立
木
の
根
元
と

木
の
先
端
を
挟
む
角
度
を
測

定
す
れ
ば
、
あ
と
は
計
算
で

き
る
。
注
意
点
は
根
元
と
先

端
が
見
え
る
位
置
を
選
ぶ
。
測

点
か
ら
立
木
ま
で
の
距
離
は
、

お
お
む
ね
樹
高
と
同
じ
く
ら

い
に
な
る
よ
う
に
。
測
定
器
具

は
ワ
イ
ゼ
、
輪
尺
、
ブ
ル
ー
メ

ラ
イ
ス
が
あ
る
。
単
位
は
ｍ
、

端
数
は
四
捨
五
入

99999
時時時時時
4545454545
分分分分分
　
現
場
に
出
る
前
に
坂

野
氏
よ
り
各
班
の
機
材
の
責

任
者
を
決
め
る
。
持
っ
て
い
く

も
の
の
確
認

1010101010
時時時時時
　
測
定
値
は
小
屋
裏
側
に
広

が
る
ま
す
み
ヶ
丘
平
地
林
。
各

班
の
現
場
を
全
員
で
回
る
。
実

測
を
始
め
る
前
に
各
自
の
予

測
を
立
て
る
。
１
班
大
野
班
は

ヒ
ノ
キ
林
。
二
年
前
に
間
伐
済

み
。
２
班
川
島
班
は
サ
ワ
ラ
、

ヒ
ノ
キ
、
ア
カ
マ
ツ
の
混
交

林
、
ヤ
マ
ウ
ル
シ
が
多
い
の
で

注
意
。
こ
こ
は
十
二
年
前
に
間

伐
し
た
と
こ
ろ
。

　
３
班
は
ア
カ
マ
ツ
林
、
４
班
、

中
村
山
林
は
八
年
前
の
九
十

四
年
に
間
伐
。
植
林
さ
れ
た
ヒ

ノ
キ
林
。
５
班
同
じ
中
村
山
林

だ
が
天
然
の
ヒ
ノ
キ
林
。

1010101010
時時時時時
3030303030
分分分分分
　
各
班
そ
れ
ぞ
れ
の
場

所
に
移
動
し
測
定
開
始
。
最
初

に
20
ｍ
四
方
の
標
準
値
を
設

定
。
四
隅
に
ポ
ー
ル
を
立
て

る
。
斜
面
で
は
22
ｍ
と
る
。
記

録
者
を
決
め
、
残
り
は
測
定

者
。
測
定
者
は
斜
面
下
に
広
が

り
、
下
か
ら
上
へ
登
っ
て
い

く
。
測
定
者
は
値
を
大
き
な
声

で
、「
ヒ
ノ
キ
、
○
○
cm
」。
そ

う
す
る
と
記
録
者
が
「
ヒ
ノ

キ
、
○
○
cm
」
と
復
唱
し
値
を

ヤマウルシを警戒しつつの標準区設定

大野班は公園の東屋でデータ整理。特等席です
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時時時時時
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分分分分分
　
終

了
。
解
散

参
加
者
／
井
上
さ

ん
、
江
尻
さ
ん
、
尾

形
さ
ん
、
長
部
さ

ん
、
梶
原
さ
ん
、
北

澤
さ
ん
、
鬼
頭
さ

ん
、
木
村
さ
ん
、
黒

岩
さ
ん
、
小
泉
さ

ん
、
小
山
さ
ん
、
斉

藤
（
章
）
さ
ん
、
佐

藤
さ
ん
、
下
平
さ

ん
、
館
野
さ
ん
、
坪
内
さ
ん
、
成

田
さ
ん
、
長
谷
川
さ
ん
、
塙
さ
ん
、

渕
上
さ
ん
宮
沢
さ
ん
、
山
下
さ

ん
、
山
田
さ
ん
、
和
辻
さ
ん
、
佐

藤
（
誠
）
さ
ん
、
長
坂
さ
ん
、
久

部
さ
ん
、
山
浦
さ
ん
、
池
田
さ
ん

藤
本
さ
ん

ス
タ
ッ
フ
／
大
野
、
川
島
、
後
藤
、

中
村
、
平
林
、
坂
野
、
此
村
、
早

川
。

◆
今
日
の
ポ
イ
ン
ト
◆

◆
今
日
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イ
ン
ト
◆

◆
今
日
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イ
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ト
◆

◆
今
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◆

◆
今
日
の
ポ
イ
ン
ト
◆

　
今
回
各
班
の
調
べ
た
デ
ー
タ
を

載
せ
て
み
ま
す
。
二
班
は
ア
カ
マ

２００２年５月２５日　測樹　各班データー
班 材種   平均直径  平均樹高 上層樹高 本/ha 材積  樹齢

     (cm)    (m) (m)
1  ヒノキ  20.0    17.0 18.0    1050   275  ４５年
2  赤松    23.2    17.4 22.7    1200   544  ５８年
3  赤松    27.2    22.7 24.1     650   431  ３７年
4  ヒノキ  15.4    12.4 14.0    1250   155  ３５年
5  ヒノキ  16.0    13.7 15.3    1775   271  ３７年
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今
回
の
続
き
で
す
。
地
位
指

数
、
密
度
、
林
分
形
状
比
か
ら
施

業
の
方
針
が
決
ま
り
ま
す
。
そ
し

て
そ
の
方
針
ど
お
り
に
施
業
を
し

た
場
合
材
は
ど
の
く
ら
い
の
量
出

る
の
か
、
市
場
で
そ
の
材
は
い
く

ら
で
さ
ば
け
る
の
か
。
そ
の
あ
た

り
ま
で
や
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
8
時
30
分
　
島
﨑
先
生
の
山
小

屋
に
集
合
。
お
弁
当
、
筆
記
用
具
、

電
卓
、
直
径
巻
尺

　
担
当
は
島
﨑
先
生
で
す

第
五
回
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材
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チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
使
っ
て
実
際

に
木
を
切
り
倒
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
便
利
で
は
あ
り
ま
す
が
、
な

か
な
か
侮
れ
な
い
れ
な
い
道
具
で

は
あ
り
ま
す
。
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も

記
入
。
測
定
が
終
わ
っ
た
木

に
は
チ
ョ
ー
ク
で
印
を
。

　
　
引
き
続
き
、
樹
高
の
測
定
。

木
の
根
元
か
ら
頂
点
が
見
え

る
木
を
選
ん
で
測
定
。
先
端

が
分
か
ら
な
い
と
き
は
下
で

木
を
蹴
っ
て
先
端
を
揺
ら
し

て
確
認

1212121212
時時時時時
　
昼
食
。
ミ
ズ
ホ
鋼
機
さ
ん

が
前
回
注
文
し
た
ナ
タ
、
ノ

コ
を
持
っ
て
く
る

１
時
１
時
１
時
１
時
１
時
　
再
び
各
班
、
樹
高
測
定
。

直
径
の
大
、
中
、
小
を
基
準
と

し
て
、
全
員
が
樹
高
測
定
を

体
験
す
る

　
　
ワ
イ
ゼ
以
外
の
樹
高
測
定
法

を
試
み
る
。
巻
き
尺
で
直
角

二
等
辺
三
角
形
を
作
り
、
45

度
の
と
こ
ろ
に
目
を
持
っ
て

き
て
、
斜
辺
の
延
長
線
上
に

木
の
頂
点
が
来
る
よ
う
に
す

る
。
あ
と
で
、
測
点
か
ら
根
元

ま
で
の
距
離
を
測
れ
ば
樹
高

が
で
る
。
後
で
、
ワ
イ
ゼ
で
確

認
す
る
が
ほ
ぼ
同
じ
値
と
な

る
11111
時時時時時
5050505050
分分分分分
　
各
班
小
屋
に
戻
り
、

測
定
し
た
デ
ー
タ
ー
を
も
と

に
樹
高
曲
線
を
書
く
。
そ
の

樹
高
曲
線
を
も
と
に
林
分
調

査
表
の
作
成
。
単
木
材
積
は

立
木
幹
材
積
表
か
ら
読
み
と

る
。
各
直
径
の
立
木
材
積
を

計
算
し
、
１
ha
あ
た
り
の
材

積
を
求
め
る

33333
時時時時時
　
各
班
の
計
算
結
果
を
集

計
。
こ
れ
を
も
と
に
次
回
、
密

度
、
林
分
形
状
比
は
宿
題
。
現

況
の
説
明
と
施
業
診
断
は
次

もろに逆光。ナントかして！！

木は人と違って直径で測る

探鳥会？ＵＦＯ観察？

一昨年の切り株で林齢を知る

ツ
を
中
心
に
ヒ
ノ
キ
、
サ
ワ
ラ
の

混
交
林
で
す
。
時
間
の
あ
る
方
は

復
習
と
予
習
を
か
ね
て
そ
れ
ぞ
れ

の
班
の
込
み
具
合
や
林
分
形
状
比

な
ど
を
計
算
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

し
っ
か
り
身
に
付
け
て
く
だ
さ

い
。
8
時
30
分
　
島
﨑
先
生
の
山

小
屋
に
集
合
。
ナ
タ
、
ノ
コ
、
ヘ

ル
メ
ッ
ト
な
ど
あ
る
方
は
持
参
く

だ
さ
い
。
こ
れ
ら
道
具
の
使
い
方

も
や
っ
て
み
ま
す
。
出
来
れ
ば
皮

手
袋
、
足
回
り
も
し
っ
か
り
と
。

お
弁
当
、
雨
具
。
場
所
未
定
。
担

当
は
保
科
先
生
で
す
。

第
六
回
　
下
草
刈
り

第
六
回
　
下
草
刈
り

第
六
回
　
下
草
刈
り

第
六
回
　
下
草
刈
り

第
六
回
　
下
草
刈
り
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こ
れ
は
つ
ら
い
。
山
仕
事
の
き

つ
さ
を
体
験
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
植
林
を
し
た
伊
那
市
下
殿
島

区
有
林
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
地

拵
え
も
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
8

時
30
分
　
島
﨑
先
生
の
山
小
屋
に

集
合
。
お
弁
当
、
雨
具
。

　
担
当
は
保
科
先
生
で
す
。
二
日

続
き
に
な
り
ま
す
の
で
遠
く
の
方

は
宿
の
手
配
を
。

実は、輪尺は樹高も測れるのです。

白魚のような指は２cmより細い？



森　林　塾　通　信平成１ 4 年度(2002)第 3 号 5 月 29 日(3 )

鉄の芸術家鉄の芸術家鉄の芸術家鉄の芸術家鉄の芸術家
　　　　　　長部　純司　　　　　　長部　純司　　　　　　長部　純司　　　　　　長部　純司　　　　　　長部　純司

「「「「「ラララララグググググビビビビビーーーーーととととと畑畑畑畑畑ととととと山山山山山をををををつつつつつなななななぐぐぐぐぐもももももののののの」」」」」　　　　　
　　　　　                              井上　淳貴井上　淳貴井上　淳貴井上　淳貴井上　淳貴

　
こ
の
詩
は
サ
ト
ウ
ハ
チ
ロ
ー
作

の
、
私
が
通
っ
て
い
た
小
学
校
の

校
歌
で
お
気
に
入
り
の
歌
で
す
。

岐
阜
県
岐
阜
市
の
南
部
に
位
置

し
、
北
に
金
華
山
、
西
に
は
伊
吹

山
、
そ
し
て
東
に
は
冬
の
晴
れ
た

日
に
遠
く
に
御
岳
山
が
見
え
ま

す
。
校
庭
の
す
み
に
は
幅
約
四
十

メ
ー
ト
ル
、
高
さ
十
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
の
小
山
が
あ
り
、
子
供
達
を
見

守
る
か
の
よ
う
に
、
イ
チ
ョ
ウ
の

大
木
が
あ
っ
て
、
子
供
達
の
遊
び

場
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
改
め
ま
し
て
皆
さ
ん
、
こ
ん
に

ち
は
。
こ
の
度
通
年
コ
ー
ス
に
入

塾
し
ま
し
た
自
称
、
鉄
の
芸
術
家

こ
と
、
長
部(

お
さ
べ)

と
申
し
ま

す
。
長
と
部
の
間
に
谷
が
入
っ
て

な
い
の
で
、
は
せ
べ
と
は
言
い
ま

せ
ん
の
で
、
あ
し
か
ら
ず
。

　
入
塾
早
々
、
早
川
さ
ん
よ
り
リ

レ
ー
通
信
な
る
メ
ー
ル
を
頂
い
た

の
で
す
が
、
な
に
ぶ
ん
口
べ
た
な

も
の
で
、
ど
う
し
よ
う
か
と
も

思
っ
た
の
で
す
が
、
先
日
の
自
己

今
回
、
初
め
て
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
東
京
都
羽
村
市
出
身

の
井
上
淳
貴
で
す
。
ラ
グ
ビ
ー
と

畑
と
山
と
い
う
テ
ー
マ
で
少
々
。

　<

R
ｕ
ｇ
ｂ
ｙ>

　
今
、話
題
の

サ
ッ
カ
ー
や
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
と
混
同
す
る
方
も
い

る
と
思
い
ま
す
が
、
昔
、
イ
ギ
リ

ス
の
少
年
が
サ
ッ
カ
ー
の
試
合

中
、
興
奮
し
て
夢
中
に
な
り
、

ボ
ー
ル
を
手
に
持
っ
て
走
っ
て

し
ま
っ
た
の
が
ラ
グ
ビ
ー
と
い
う

競
技
の
始
ま
り
。
他
の
ス
ポ
ー
ツ

の
中
で
も
最
多
の
十
五
人
対
十
五

人
と
い
う
人
数
で
得
点
を
競
い
、

球
技
と
い
う
よ
り
は
格
闘
技
的
な

要
素
も
多
く
、
マ
ラ
ソ
ン
と
短
距

離
走
と
レ
ス
リ
ン
グ
・
相
撲
が
一

つ
に
な
っ
た
様
な
ス
ポ
ー
ツ
と

言
っ
て
も
良
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
危
険
な
ス
ポ
ー
ツ
故
、
各
プ

レ
ー
ヤ
ー
の
自
制
心
と
い
う
か
“

倫
理
”
が
厳
し
く
求
め
ら
れ
る
こ

と
が
多
く
、
イ
ギ
リ
ス
の
パ
ブ

リ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
な
ど
で
、
人
格

形
成
や
教
育
面
を
考
え
“
学
校
の

ス
ポ
ー
ツ
”
と
し
て
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
辺
が
“
紳

士
の
ス
ポ
ー
ツ
”
と
い
わ
れ
る
所

以
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
本
場
イ
ギ

リ
ス
の
話
で
あ
っ
て
、
私
も
含
め

多
く
の
日
本
式
ラ
グ
ビ
ー
経
験
者

は
“
紳
士
”
と
い
う
よ
り
も
、
が

さ
つ
な
野
蛮
人
と
言
っ
た
方
が
多

数
を
占
め
る
と
思
う
。
た
だ
こ
の

競
技
の
特
性
か
ら
か
（
非
常
に
痛

く
、
キ
ツ
イ
練
習
で
理
不
尽
な
事

が
多
い
）
友
達
の
“
連
帯
”
と
い

う
か
不
思
議
な
仲
間

意
識
が
芽
生
え
る
の

で
あ
る
。
こ
の
事
は

世
界
共
通
で
、
私
も

ラ
グ
ビ
ー
の
お
か
げ

で
豪
州
・
韓
国
・

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

と
様
々
な
国
の
人
々

と
交
流
を
持
つ
事
が

で
き
た
が
、
こ
の
仲

間
意
識
だ
け
は
他
の

ス
ポ
ー
ツ
の
仲
間
の

感
覚
と
は
ち
が
う
一
種
独
特
の
も

の
が
あ
る
と
思
う
。

　
高
校
生
活
か
ら
現
在
ま
で
二
十

年
間（
現
役
・
指
導
歴
を
含
む
）の

ラ
グ
ビ
ー
の
経
験
で
感
じ
た
事

が
、
畑
仕
事
や
山
仕
事
で
感
じ
る

感
覚
と
似
て
い
る
と
最
近
多
々
感

じ
る
事
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

　<

畑
の
事>

　
実
家
が
養
豚
や

花
づ
く
り
を
し
て
い
た
農
家
と
い

う
事
も
あ
り
、
農
業
を
特
別
な
仕

事
と
し
た
考
え
も
な
い
ま
ま
、
九

十
八
年
の
八
ヶ
岳
の
就
農
予
備
校

に
参
加
し
、
東
京
世
田
谷
の
等
々

力
に
あ
る
有
機
農
家
・
大
平
博
四

氏
（
日
本
の
有
機
農
家
で
は
有
名

な
方
で
、
世
田
谷
の
自
宅
は
二
十

数
本
の
樹
齢
三
百
年
を
越
え
る
欅

に
囲
ま
れ
、
そ
の
林
？
森
？
の
中

を
近
く
の
家
か
ら
逃
げ
て
野
生
化

し
た
数
羽
の
オ
ウ
ム
と
フ
ク
ロ
ウ

が
共
生
す
る
不
思
議
な
空
間
）
に

お
会
い
し
た
事
が
、
有
機
農
業
を

始
め
る
き
っ
か
け
で
し
た
。

　
水
の
重
要
性
や
化
学
肥
料
・
除

草
剤
等
の
農
薬
の
害
の
話
、
畑
の

中
の
ク
モ
・
ア
ブ
ラ
ム
シ
・
て
ん

と
う
虫
や
ひ
き
が
え
る
達
の
天
敵

関
係
な
ど
、
い
ろ
ん
な
“
循
環
の

世
界
”
を
知
っ
て
か
ら
は
、
今
年

で
就
農
三
年
目
で
す
が
、
毎
日
が

新
鮮
で
一
日
と
し
て
同
じ
日
は
な

い
と
い
う
事
に
改
め
て
感
動
す
る

日
々
で
す
。

　<

山
の
こ
と>

　
自
宅
の
あ
る

羽
村
市
は
、
十
五
分
も
車
で
走
れ

ば
あ
き
る
野
・
青
梅
・
奥
多
摩
と

“
東
京
の
山
”
へ
入
る
事
が
容
易

な
場
所
で
、
畑
で
使
う
杭
を
知
人

の
林
家
に
ス
ギ
の
間
伐
材
を
い
た

だ
い
た
事
が
山
仕
事
に
興
味
を
持

つ
き
っ
か
け
で
し
た
。

　
畑
仕
事
も
そ
う
で
あ
っ
た
が
、

山
の
仕
事
を
す
る
一
番
の
理
由
は

“
山
が
好
き
だ
”
と
言
う
事
で
あ

ろ
う
。
日
本
の
林
業
の
現
状
が
悲

惨
で
、
林
家
の
生
活
が
大
変
で
あ

る
と
い
っ
た
様
な
山
の
問
題
と
い

う
の
は
、
山
仕
事
を
始
め
て
か
ら

知
っ
た
事
が
ほ
と
ん
ど
だ
。
そ
ん

な
山
へ
の
感
情
を
自
分
の
感
性
に

ま
か
せ
て
山
仕
事
の
奥
深
さ
に
魅

せ
ら
れ
た
の
も
、
島
﨑
先
生
の
著

書
を
読
ん
で
森
林
塾
の
受
講
を
希

望
し
た
の
も
、
ほ
と
ん
ど
直
感
と

い
う
か
、
東
京
の
山
と
は
ち
が
っ

た
環
境
で
自
分
の
経
験
を
重
ね
た

い
、
山
に
興
味
や
関
心
の
あ
る
人

と
話
を
し
た
い
、
な
ど
の
軽
い
理

由
で
あ
っ
た
が
、
実
際
に
塾
の
参

加
者
が
例
年
抽
選
で
あ
る
な
ど
、

関
心
の
あ
る
人
達
の
熱
の
高
さ
に

は
改
め
て
驚
い
た
。

　
今
回
五
月
十
日
、
特
に
感
銘
を

受
け
た
事
な
の
だ
が
、
保
科
先
生

と
の
お
話
の
中
で
、
昨
年
の
小
学

生
の
林
業
体
験
学
習
に
つ
い
て
、

子
供
に
聴
診
器
を
使
っ
て
木
の
音

を
聞
か
せ
て
木
は
生
き
て
い
る
と

い
う
事
を
教
え
た
り
、
腐
葉
土
と

土
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
使
っ
て
の

保
水
力
の
実
験
の
話
、
伐
木
し
た

あ
と
の
切
り
株
に
榊
を
供
え
る
意

味
を
教
え
る
等
々
、
将
来
ラ
グ

ビ
ー
と
畑
と
山
を
つ
な
ぎ
、
子
供

に
環
境
教
育
と
い
う
か
目
に
見
え

な
い
物
へ
の
価
値
・
重
要
性
を
ど

う
教
え
て
い
こ
う
か
を
考
え
て
い

た
私
に
と
っ
て
、
目
か
ら
鱗
の
お

話
で
し
た
。
保
科
先
生
の
自
信
に

満
ち
た
口
調
に
は
、
“
そ
う
そ

う
、
俺
も
そ
う
思
っ
て
た
ん
だ
”

と
心
の
中
で
つ
ぶ
や
き
な
が
ら
、

や
は
り
自
分
に
似
た
考
え
を
持
っ

て
実
践
し
て
い
る
人
の
生
の
言
葉

に
触
れ
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
ラ
グ
ビ
ー
・
畑
・
山
を
通
し
て

「
目
に
見
え
な
い
も
の
の
偉
大
さ
」

と
い
う
か
「
何
か
忘
れ
ら
れ
て
い

る
物
」
を
、
保
科
先
生
や
島
﨑
先

　
花
と
小
鳥
を
こ
よ
な
く
愛
し

　
友
と
互
い
に
励
ま
し
学
ぶ

　
清
き
姿
と
気
高
き
か
お
り

　
梅
の
し
る
し
は
わ
れ
ら
の
誇
り

　
あ
あ
加
納
、
加
納
小
学
校

　
唱
え
て
う
れ
し
わ
が
母
校

生
の
生
き
方
を
通
し
て
「
ほ
ん
と

う
の
豊
か
さ
と
は
何
か
」
と
い
う

こ
と
を
、
次
の
世
代
を
担
う
子
供

た
ち
が
自
ず
と
理
解
で
き
る
様
な

“
場
”
を
自
分
な
り
に
創
っ
て
い

き
た
い
、
と
い
う
強
い
想
い
が
持

て
た
充
実
し
た
二
日
間
で
し
た
。

先
生
方
や
ス
タ
ッ
フ

の
皆
さ
ん
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
一
年
間
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま

す
。
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ね
。
落
石
だ
！
ま
ず
い
！
と
思
っ

た
ら
慌
て
て
逃
げ
て
い
く
さ
る
の

群
れ
。
茶
色
い
岩
か
と
思
っ
た
。

　
カ
ー
ブ
を
曲
が
っ
た
ら
、
あ
？

お
ば
あ
さ
ん
だ
！
と
思
っ
た
ら
か

も
し
か
だ
っ
た
。
腰
が
曲
が
っ
た

お
ば
あ
さ
ん
か
と
思
っ
た
。
な
ん

だ
、
か
も
し
か
か
、
び
っ
く
り
し

た
。
し
か
し
こ
の
と
き
初
め
て
か

も
し
か
を
見
た
の
で
し
た
。
そ
れ

以
上
に
こ
ん
な
人
里
は
な
れ
た
林

道
に
腰
が
曲
が
っ
た
お
ば
あ
さ
ん

が
い
た
ら
怖
い
。

　
作
業
の
た
め
の
林
道
は
ま
だ
足

り
な
い
と
聞
い
た
と
き
、
そ
の
管

理
は
大
変
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
し

た
。
現
在
作
業
中
の
林
道
は
ゲ
ー

ト
が
あ
っ
て
入
れ
な
い
こ
と
が
多

い
で
す
。
自
由
に
入
れ
る
林
道
で

は
崩
落
し
て
い
た
り
流
水
で
え
ぐ

れ
て
い
る
、
木
が
生
え
て
い
る
こ

と
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
無
理
や

り
道
を
つ
け
た
よ
う
な
と
こ
ろ
は

や
は
り
寿
命
も
短
い
よ
う
で
す
。

こ
の
辺
は
林
道
設
計
の
回
で
勉
強

で
き
る
の
か
な
あ
と
思
い
ま
す
。

　
い
ま
、
カ
ブ
号
で
林
道
を
行
く

と
き
道
端
か
ら
で
は
あ
り
ま
す
が

山
を
よ
く
観
察
し
て
い
ま
す
。
山

主
が
違
う
の
で
し
ょ
う
、
は
っ
き

り
と
手
入
れ
さ
れ
て
い
る
一
角
が

あ
っ
た
り
し
ま
す
。
実
際
に
山
仕

事
を
し
よ
う
と
思
う
し
、
だ
か
ら

勉
強
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　
昔
、
オ
フ
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
で
ピ

ク
ニ
ッ
ク
し
て
い
た
こ
ろ
は
す
ご

く
表
面
的
な
と
こ
ろ
し
か
見
て
い

な
か
っ
た
の
で
す
。
今
よ
り
も
っ

と
い
い
山
に
。
人
が
入
っ
た
山
だ

◆
コ
ラ
ム
◆

◆
コ
ラ
ム
◆

◆
コ
ラ
ム
◆

◆
コ
ラ
ム
◆

◆
コ
ラ
ム
◆

　
私
は
オ
ー
ト
バ
イ
に
乗
っ
て
い

る
。
カ
ブ
号
で
あ
り
ま
す
。
い
わ

ば
白
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
に
似
た
力
が

あ
り
、
ど
こ
に
行
っ
て
も
溶
け
込

む
、
知
ら
な
い
人
で
も
挨
拶
を
し

て
く
れ
る
と
い
う
、
も
は
や
排
気

量
で
は
変
え
ら
れ
な
い
馬
力
を
持

つ
の
で
あ
り
ま
す
。
た
と
え
、
農

業
仕
事
を
し
て
い
る
人
で
も
中
断

さ
せ
て
し
ま
う
。

　
以
前
は
も
う
少
し
大
き
い
オ
フ

ロ
ー
ド
バ
イ
ク
に
乗
っ
て
い
ま
し

た
。
近
所
の
山
道
を
お
や
つ
を
背

負
っ
て
ゆ
っ
く
り
と
行
く
の
が
好

き
で
し
た
。
林
道
は
無
数
に
あ
る

よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
実
際

に
山
仕
事
を
す
る
に
は
ま
だ
足
り

な
い
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
ま
た
今

度
来
よ
う
と
思
っ
て
忘
れ
て
し

ま
っ
た
枝
道
は
数
知
れ
ま
せ
ん
。

　
新
し
い
道
を
見
つ
け
た
ら
地
図

に
書
き
足
す
。
木
苺
が
い
っ
ぱ
い

あ
っ
た
ら
そ
れ
も
書
い
て
お
く
。

ま
た
、
食
べ
に
く
る
こ
と
が
で
き

ま
す
か
ら
。
帰
り
が
遅
く
な
っ
た

秋
の
日
、
ラ
イ
ト
に
照
ら
さ
れ
て

美
し
く
光
っ
て
い
た
冬
毛
の
き
つ

か
ら
い
い
山
じ
ゃ
な
い
、
で
は
い

け
な
い
。
原
生
林
と
人
が
入
っ
た

山
で
は
基
本
的
に
違
う
ん
だ
と
い

う
こ
と
す
ら
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

こ
れ
は
内
容
の
濃
い
一
年
に
な
り

そ
う
で
あ
り
ま
す
。
み
な
さ
ま
。

ど
う
か
御
安
全
に
。

　
　
　
　
　
　
　
　[

カ
ブ
夫]

紹
介
の
や
り
直
し
と
思
い
引
き
受

け
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
何
か
ら
書

こ
う
か
考
え
た
末
に
、
ま
ず
は
私

の
好
き
な
歌
か
ら
書
き
始
め
ま
し

た
。
生
ま
れ
も
育
ち
も
岐
阜
市
内

で
長
良
川
、
木
曽
川
、
そ
し
て
金

華
山
と
あ
る
の
で
す
が
、
や
は
り

子
供
時
分
の
遊
び
場
と
い
え
ば
家

の
周
辺
と
い
う
こ
と
で
、
自
然
と

は
か
け
離
れ
た
生
活
を
し
て
い
ま

し
た
。
け
れ
ど
私
に
は
第
二
の
ふ

る
里
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
、
実

は
お
袋
の
在
所
な
ん
で
す
が
、
岐

阜
市
と
高
山
市
の
中
間
に
白
川
町

室
山
と
い
う
、
名
前
か
ら
し
て
山

の
字
が
つ
く
ほ
ど
の
山
奥
に
、
春

は
た
け
の
こ
や
山
菜
と
り
、
夏
は

お
弁
当
を
作
っ
て
も
ら
っ
て
み
ん

な
で
ず
ー
っ
と
山
道
を
降
り
て

い
っ
て
川
遊
び
を
し
、
そ
し
て
冬

は
外
で
た
い
し
て
遊
び
を
す
る
わ

け
で
も
な
く
、
掘
り
ご
た
つ
に

入
っ
て
、
ト
ラ
ン
プ
や
花
札
等
を

し
て
遊
ん
で
お
り
ま
し
た
。
居
間

か
ら
玄
関
ご
し
に
外
を
見
る
と
山

の
稜
線
が
絵
で
も
見
る
よ
う
に
見

え
、
玄
関
を
出
る
と
眼
下
に
は
、

段
々
畑
な
ら
ぬ
棚
田
が
見
え
、
家

の
両
脇
に
は
牛
、
に
わ
と
り
、
柿

の
木
に
小
さ
な
竹
や
ぶ
と
、
そ
し

て
裏
に
は
小
さ
な
畑
の
そ
の
奥
は

針
葉
樹
の
森
と
い
っ
た
ま
さ
に
絵

に
書
い
た
よ
う
な
田
舎
で
す
。
な

ん
せ
、
絵
葉
書
に
も
な
っ
た
ぐ
ら

い
で
す
か
ら
。
で
も
今
は
年
に

一
、
二
回
、
日
帰
り
で
お
墓
参
り

に
行
く
程
度
で
す
が
、
や
は
り
行

く
日
は
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
。

　
現
在
は
数
キ
ロ
程
南
に
お
馬
さ

ん
が
沢
山
走
り
回
る
、
要
す
る
に

競
馬
場
な
ん
で
す
が
、
そ
の
す
ぐ

近
所
で
寝
起
き
を
し
て
住
宅
用
の

足
場
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
で

も
私
は
自
分
の
こ
と
を
足
場
屋
と

は
言
わ
ず
『
鉄
の
芸
術
家
』
と
自

称
し
て
い
ま
す
。
新
築
と
補
修
と

が
あ
る
の
で
す
が
、
鉄
パ
イ
プ
と

網
状
の
板
、
そ
し
て
ク
ラ
ン
プ
等

で
家
の
形
に
合
わ
せ
て
組
み
立
て

て
い
き
ま
す
。
最
近
は
家
の
土
台

し
か
な
い
状
態
で
上
棟
す
る
前
に

図
面
を
見
な
が
ら
、
家
が
こ
う
建

つ
だ
ろ
う
と
思

い
な
が
ら
足
場

を
組
み
上
げ
て

い
き
ま
す
。
足

場
が
出
来
上

が
っ
た
状
態

は
、
私
が
勝
手

に
思
っ
て
い
る

の
で
す
が
、
ま

さ
に
芸
術
品
そ

の
も
の
で
す
。

そ
し
て
そ
の
芸

術
品
に
大
工
さ

ん
達
が
乗
っ
て
家
を
建
て
て
い
く

の
で
す
。

　
で
、
そ
の
芸
術
家
が
な
ぜ
森
林

塾
に
入
っ
た
の
か
と
申
し
ま
す

と
、
古
民
家
生
活
術
な
る
本
に
、

｢

切
っ
て
切
っ
て
、
切
り
ま
く
ら

に
ゃ
日
本
の
山
は
駄
目
に
な
る｣

の
出
だ
し
で
日
本
の
山
を
再
生
す

る
と
続
く
の
で
す
が
、
私
は
山
が

好
き
で
す
か
ら
、
そ
う
か
山
仕
事

は
難
し
く
な
い
の
か
と
思
い
山
仕

事
に
興
味
を
持
っ
た
わ
け
で
す
。

私
は
自
分
自
身
の
家
を
持
つ
な

ら
、
こ
じ
ん
ま
り
と
し
た
土
壁
の

平
屋
建
て
で
、
南
向
き
の
縁
側
と

い
ろ
り
の
あ
る
家
で
、
の
ん
び
り

と
い
ろ
り
の
火
を
見
つ
め
な
が
ら

過
ご
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
、
仕
事
柄
い
ろ
い

ろ
な
家
を
見
て
い
る
と
、
こ
ん
な

の
で
い
い
の
か
な
と
思
う
よ
う
な

こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
、
木
を
切
り
倒
し
て
山
を
開

き
、
道
路
を
作
っ
て
造
成
し
、
何

年
持
つ
の
か
分
か
ら
な
い
、
ど
れ

も
こ
れ
も
似
た
よ
う
な
新
建
材
で

出
来
た
、
快
適
を
う
り
に
し
た
家

が
建
ち
な
ら
ん
で
い
る
の
を
見
る

と
本
当
に
こ
れ
で
い
い
の
か
と
思

い
ま
す
。
今
ま
で
自
分
自
身
、
木

に
つ
い
て
何
も
知
ら
な
か
っ
た
の

で
、
木
、
家
、
そ
し
て
林
業
の
こ

と
を
学
び
始
め
ま
し
た
。
勢
い
に

任
せ
て
林
業
家
の
元
で
働
こ
う
か

と
も
思
い
ま
し
た
が
、
現
実
的
に

今
は
無
理
か
な
と
思
い
、
な
ら
、

今
自
分
が
出
来
る
こ
と
は
と
考
え

た
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
り
、
な

ん
な
り
し
て
山
仕
事
を
覚
え
て
い

こ
う
と
思
い
、
そ
し
て
森
林
塾
に

通
お
う
と
決
意
し
ま
し
た
。
他
に

地
元
で
も
登
録
し
た
の
で
日
が
重

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

一
年
は
Ｋ
Ｏ
Ａ
森
林
塾
で
い
ろ
い

ろ
な
事
を
学
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
先
生
方
に
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
、

そ
し
て
通
年
コ
ー
ス
の
皆
さ
ん
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

　
暑
く
も
な
く
寒
く
も
な
い
、
実

に
気
持
ち
の
良
い
、
晴
天
の
伊
那

谷
の
春
を
満
喫
し
て
い
た
だ
き
な

が
ら
の
測
樹
が
で
き
て
幸
で
し

た
。
次
回
は
施
業
診
断
、
林
木
評

価
そ
し
て
い
よ
い
よ
伐
木
造
材
、

下
草
刈
り
へ
と
塾
も
佳
境
に
入
っ

て
き
ま
す
。

名
簿
訂
正
…
通
年
の
宮
沢
さ
ん
電

話
番
号
が
×2087

↓
○2587

で

す
。
お
手
数
で
す
が
お
配
り
し
た

名
簿
の
訂
正
を
お
願
い
し
ま
す
。


